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手作りの喜び肌で感じ取る
７月26日、鯨と海の科学館で「トコロテン作り教室」が開

かれ、町内の親子など30人が参加しました。海の恵みと先
人の知恵を知ってもらおうと行われたもので、地元で採れ
るテングサを使用したところてん作りに挑戦。鍋で煮込ん
だテングサを布でこし、四角いバットに移して冷やし固め
る作業に取り組みました。最後に、出来たてのところてん
をてん突きに入れてゆっくりと押し出す子供たち。きらき
ら光るおいしそうなところてんが出てくるたびに歓声を上
げるなど、手作りの喜びを肌で感じ取っていました。
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【３】

住
基
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
て
い

る
場
合
は
、
一
定
の
事
項
を
記
入
し

た
転
出
届
（「
付
記
転
出
届
」
と
い

い
ま
す
）
を
住
民
登
録
し
て
い
る
市

区
町
村
に
郵
送
で
行
い
、
住
基
カ
ー

ド
を
転
入
先
の
市
区
町
村
の
窓
口
で

提
示
し
て
転
入
届
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
窓
口
に
行
く
の
が
転
入
時
の
一

回
だ
け
で
済
む
よ
う
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
郵
送
し
た
付
記
転
出
届

が
住
民
登
録
を
し
て
い
る
市
区
町
村

に
届
い
て
い
な
い
と
、
手
続
き
が
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
配
達
日
数
を
考
慮

の
上
、
転
入
先
の
市
区
町
村
で
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
手
続
き
は
、
あ
く
ま

で
も
「
住
所
の
変
更
」
の
み
が
対
象

に
な
る
の
で
、
国
民
健
康
保
険
や
介

護
保
険
、
国
民
年
金
、
児
童
手
当
、

転
校
の
手
続
き
な
ど
は
、
こ
れ
ま
で

ど
お
り
住
民
登
録
し
て
い
る
市
区
町

村
の
窓
口
で
行
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

転
出
・
転
入
を
行
っ
た
際
、
旧
住

所
地
で
発
行
し
た
住
基
カ
ー
ド
は
新

住
所
地
で
回
収
さ
れ
ま
す
。
引
き
続

き
、
住
基
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
る

場
合
に
は
、
新
住
所
地
で
再
度
申
請

（
有
料
）
が
必
要
で
す
。

住
基
カ
ー
ド
は
�
種
類

希
望
者
に
有
料
で
交
付

第
２
次
サ
ー
ビ
ス
の
一
つ
と
し
て
、

住
基
カ
ー
ド
を
八
月
二
十
五
日
か
ら

希
望
者
に
交
付
し
ま
す
。

住
基
カ
ー
ド
の
交
付
を
希
望
す
る

人
は
、
役
場
本
庁
舎
町
民
課
で
交
付

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
（
役
場
各
支

所
で
の
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
）。

申
請
に
必
要
な
も
の
は
印
鑑
、
身

分
証
明
書
（
運
転
免
許
証
な
ど
官
公

署
が
発
行
し
た
顔
写
真
付
き
の
証
明

書
）で
す
。
顔
写
真
付
き
の
住
基
カ
ー

ド
を
希
望
す
る
と
き
は
、
申
請
前
六

カ
月
以
内
に
撮
影
し
た
写
真
（
無
帽
、

正
面
、
無
背
景
、
縦
４
・
５
�
×
横

３
・
５
�
）
を
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

準
備
で
き
な
い
場
合
に
は
、
町
民
課

で
撮
影
し
ま
す
。

本
人
が
申
請
し
た
と
き
は
、
即
日

交
付
と
な
り
ま
す
が
、
病
気
な
ど
で

個
人
情
報
保
護
対
策
に

万
全
を
期
し
て
い
ま
す

代
理
人
が
申
請
し
た
場
合
に
は
、
本

人
に
照
会
文
書
を
郵
送
す
る
た
め
交

付
ま
で
に
数
日
か
か
り
ま
す
。

交
付
手
数
料
は
、
写
真
付
き
、
写

真
な
し
の
い
ず
れ
も
五
百
円
で
す
。

住
基
ネ
ッ
ト
で
は
、
個
人
情
報
の

保
護
が
最
も
重
要
な
課
題
。
そ
の
た

め
国
際
的
な
基
準
を
十
分
に
踏
ま
え
、

制
度
面
や
技
術
面
、
運
用
面
な
ど
あ

ら
ゆ
る
角
度
か
ら
十
分
な
対
策
を
講

じ
て
い
ま
す
。

都
道
府
県
や
指
定
情
報
処
理
機
関

が
保
有
す
る
情
報
は
、
六
情
報
だ
け

で
、
行
政
機
関
が
提
供
さ
れ
た
情
報

を
目
的
以
外
に
使
用
す
る
こ
と
は
、

法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

民
間
が
住
民
票
コ
ー
ド
を
利
用
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

外
部
と
通
信
を
行
う
と
き
は
、

デ
ー
タ
を
暗
号
化
す
る
ほ
か
、
住
基

ネ
ッ
ト
を
役
場
が
使
用
す
る
場
合
、

担
当
者
以
外
が
操
作
で
き
な
い
よ
う

パ
ス
ワ
ー
ド
な
ど
で
管
理
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
使
用
記

録
も
保
存
さ
れ
、
い
つ
、
だ
れ
が
使

用
し
た
の
か
追
跡
調
査
が
で
き
る
シ

ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
役

場
町
民
課
（
�
八
二
│
三
一
一
一
内

線
一
二
二
）
へ
ど
う
ぞ
。

表　面

裏　面

見本カード

住
基
カ
ー
ド
で
転
入
・

転
出
手
続
き
が
簡
素
化

現
在
、
転
出
す
る
場
合
に
は
住
民

登
録
を
し
て
い
る
市
区
町
村
に
転
出

届
を
行
い
、
転
出
証
明
書
の
交
付
を

受
け
た
上
で
、
転
入
先
の
市
区
町
村

に
転
入
届
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

も
の
）
が
取
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

交
付
を
受
け
る
た
め
に
は
、
運
転

免
許
証
な
ど
官
公
署
が
発
行
し
た
顔

写
真
付
き
の
証
明
書
、
ま
た
は
住
基

カ
ー
ド
を
窓
口
に
提
示
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
交
付
手
数
料
は
交
付
す

る
市
区
町
村
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

【２】

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

各
種
行
政
サ
ー
ビ
ス
さ
ら
に
充
実

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
（
以
下
「
住
基

ネ
ッ
ト
」）
の
第
�
次
サ
ー
ビ
ス
が
八
月
二
十
五
日
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
昨
年
八
月
に
第
�
次
サ
ー
ビ
ス
が
開
始
さ
れ
、
行
政

機
関
の
一
部
の
事
務
で
申
請
や
届
け
出
に
住
民
票
の
写
し
の
添

付
な
ど
が
不
要
に
な
り
ま
し
た
。
第
�
次
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
全

国
ど
こ
の
市
区
町
村
か
ら
で
も
住
民
票
の
写
し
が
取
れ
る
よ
う

に
な
る
ほ
か
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
以
下
「
住
基
カ
ー
ド
」）

の
交
付
が
受
け
ら
れ
る
な
ど
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
行
政

事
務
の
効
率
化
が
図
ら
れ
ま
す
。
今
号
で
は
、
住
基
ネ
ッ
ト
第

�
次
サ
ー
ビ
ス
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

昨
年
八
月
、
全
国
の
市
区
町
村
が

管
理
し
て
い
る
住
民
基
本
台
帳
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
が
進
め
ら
れ
、
都

道
府
県
や
指
定
情
報
処
理
機
関
が
住

民
情
報
の
う
ち
、
▼
氏
名
▼
生
年
月

日
▼
性
別
▼
住
所
▼
住
民
票
コ
ー
ド

▼
住
所
な
ど
の
変
更
情
報
│
│
の
六

つ
の
本
人
確
認
情
報
（
六
情
報
）
を

保
有
す
る
こ
と
で
、
全
国
共
通
の
本

人
確
認
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
行
政
機
関
の

一
部
の
事
務
で
申
請
や
届
け
出
に
住

民
票
の
写
し
の
添
付
が
不
要
に
な
っ

た
ほ
か
、
恩
給
や
共
済
年
金
の
現
況

届
け
の
提
出
な
ど
も
必
要
が
な
く
な

り
ま
し
た
。

八
月
二
十
五
日
か
ら
は
、
第
２
次

サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
り
、
▼
住
民
票
の

写
し
の
広
域
交
付
（
住
民
票
の
写
し

を
全
国
ど
こ
の
市
区
町
村
で
も
取
れ

る
）
▼
住
基
カ
ー
ド
（
右
欄
参
照
）

が
あ
る
場
合
は
、
転
入
・
転
出
の
特

例
処
理
（
転
入
・
転
出
の
手
続
き
が

転
入
先
の
市
区
町
村
窓
口
に
一
回
行

く
だ
け
で
済
む
）
▼
希
望
者
に
住
基

カ
ー
ド
の
交
付
│
│
の
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

全
国
ど
こ
の
市
区
町
村

で
も
住
民
票
取
れ
ま
す

現
在
、
住
民
票
の
写
し
の
交
付
は
、

住
民
登
録
を
し
て
い
る
市
区
町
村
の

窓
口
で
し
か
取
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

八
月
二
十
五
日
か
ら
は
、
住
基
ネ
ッ

ト
に
参
加
し
て
い
る
全
国
ど
こ
の
市

区
町
村
で
も
本
人
や
世
帯
の
住
民
票

の
写
し
（
戸
籍
の
表
示
を
省
略
し
た

昨年８月に第１次サービスが始まった住民基本台帳ネットワークシステム。８月25日から
は第２次サービスが開始し住民サービスの向上が図られます（役場町民課の窓口の様子）
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住基カードは、銀行のキャッシュカードほど
の大きさで、個人情報を守るための高度なセ
キュリティ機能を備えたＩＣカードです。
年齢や世帯主であるかどうかなどの制限はな

く、どなたでも住民登録をしている市区町村で
交付（有料）を受けられます。顔写真付きと顔
写真なしの2種類があり、いずれかを選択可能。
顔写真付きであれば、身分証明証として利用で
きます。有効期限は10年間で、他の市区町村へ
転出したときや住民票コードを変更したときは
無効になります。

rrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrr

rrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrr



【５】

堀 合 清 和さん
（織笠・40歳）

仕事柄、福祉に関する
記事に興味があります。
福祉施設などの入所者と
地域の皆さんが交流して
いる記事など、どんどん
掲載してほしいですね。

菊 地 文 子さん
（船越・32歳）

広報500号の「さわや
かさん」に自分が掲載さ
れたのを思い出しました。
現在、２人の子供がいる
ので、健診や予防接種の
欄を欠かさず見ています。

(々木 信 吾君
（豊間根小６年）

自分が参加できるよう
な行事があるかどうか、
毎回目を通しています。
これからは、イラストや
広報クイズにどんどん挑
戦していきたいです。

金 澤 ア ヤさん
（大浦・67歳）

いつも楽しみにしてい
ます。広報はわたしに
とって一番の情報源に
なっています。これから
も町の身近な話題をたく
さん取り上げてください。

大久保 信 之さん
（大沢・48歳）

十数年前、「健やか赤
ちゃん」に自分の子供が
載ったときは、うれし
かったです。現在はカ
ラー印刷になり、赤ちゃ
んの笑顔も最高ですね。

田 山 幹 子さん
（北浜町・74歳）

｢おめでた・おくやみ｣
を最初に見ています。ま
た短歌や川柳が掲載され、
風情があっていいですね。
自信がありませんが、自
分も出してみたいです。

広報やまだ・創刊からの動き
・昭和３０年５月 広報やまだ創刊号を発行。
タブロイド版（縦38㌢、横27㌢）、4 ページ。
「新生山田町の初議会」の模様や当時の佐
藤善一町長の創刊の言葉などを掲載。
・４１年１月 Ｂ5判に変更（116号）。
・５５年７月 鈴木善幸総理大臣の特集号を発
行。カラー印刷。

・５６年１０月 創刊号から300号までを収録し
た縮刷版を発行。

・５８年１０月 1 日号に加え15日号も発行。
・５９年１月 1 日号が 2 色刷りに変更。
・６１年６月 「町民登場」が始まる。これま
でに99人が登場。

・６３年５月 全国広報コンクール町村 1 部
で入選 2 席（422号）、同年 8 月「健やか赤ちゃん登場」
がスタート（今号までに2,964人の笑顔が登場）。
・平成４年８月 「フレッシュマン・ウーマン登場」がス
タート（「さわやかさん」「頑張るマン」を含め、これま

でに277人の若者が登場）。
・５年１２月 301号から551号まで収
録の縮刷版を発行。

・７年４月 Ａ 4 判に変更（600号）。
・１１年４月 全国広報コンクール町村
1 部で入選 7 席（688号）。

・１２年４月 全国広報コンクール町村
1 部で入選 8 席（712号）。

・１５年４月 1 日号の表紙と裏表紙が
カラー刷りに変更。「元気なじい

ちゃん・ばあちゃん」「ぼく・わたしのゆめ」「まちで出
会ったかわいい笑顔」がスタート。

今年４月に始まった新しいコーナー

「広報やまだ」創刊号

【４】

よ
り
親
し
ま
れ
る
情
報
紙
に

広
報
や
ま
だ
が
今
月
で
八
〇
〇
号
を
迎
え
ま
し
た
。
昭

和
三
十
年
五
月
二
十
日
に
創
刊
号
が
発
行
さ
れ
て
か
ら
四

十
八
年
。
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
理
解
と
協
力
に
支
え
ら
れ

な
が
ら
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役
と

し
て
町
の
動
き
や
話
題
、
情
報
な
ど
を
伝
え
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
よ
り
親
し
ま
れ
愛
さ
れ
る
情
報
紙
を
目
指

し
、
町
の
歩
み
を
記
録
し
続
け
て
い
き
ま
す
。

「
広
報
や
ま
だ
」は
昭
和
三
十
年
五

月
に
創
刊
。
そ
れ
以
来
、
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
や
話
題
を
提
供
し
な
が
ら
町

民
の
皆
さ
ん
と
歩
み
続
け
、
今
号
で

八
〇
〇
号
を
迎
え
ま
し
た
。

時
代
の
流
れ
と
と
も
に
紙
面
の
ス

タ
イ
ル
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

タ
ブ
ロ
イ
ド
判
か
ら
Ｂ
５
判
へ
、
さ

ら
に
平
成
七
年
四
月
か
ら
は
現
在
の

Ａ
４
判
に
変
更
。
色
も
一
色
刷
り

（
黒
）か
ら
、
一
日
号
が
二
色
刷
り（
黒

と
色
一
色
）
へ
、
さ
ら
に
今
年
四
月

か
ら
は
表
紙
と
裏
表
紙
が
カ
ラ
ー
刷

り
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ペ
ー
ジ

数
や
取
り
扱
う
内
容
な
ど
も
時
代
に

合
わ
せ
た
構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ん
に
正
確
に
分
か
り
や
す
く
伝
え
る

広
報
の
役
割
で
す
。
二
つ
目
は
、
町

民
の
皆
さ
ん
が
持
っ
て
い
る
意
見
や

要
望
を
く
み
取
る
公
聴
の
役
割
。
最

後
に
、
そ
の
時
代
の
様
子
を
後
世
に

伝
え
る
た
め
、
町
の
歴
史
を
記
録
し

保
存
す
る
役
割
で
す
。

広
報
紙
は
こ
の
よ
う
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
が
、
町
民
の
皆
さ
ん

に
読
ん
で
も
ら
わ
な
け
れ
ば
意
味
が

あ
り
ま
せ
ん
。

町
民
の
皆
さ
ん
に
読
ん
で
も
ら
い
、

理
解
さ
れ
る
た
め
に
も
、
一
人
で
も

多
く
の
皆
さ
ん
に
登
場
し
て
い
た
だ

き
、
町
づ
く
り
を
共
に
考
え
る
舞
台

と
し
て
、
広
報
紙
を
活
用
し
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

分
か
り
や
す
い
文
書
表
現
や
用
字

用
語
な
ど
に
気
を
配
り
、
読
み
や
す

く
見
や
す
い
紙
面
づ
く
り
に
努
め
て

い
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
話

題
豊
富
な
紙
面
を
構
成
す
る
た
め
に

は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
情
報
が
大
切
に

な
り
ま
す
。「
わ
た
し
た
ち
の
地
区

で
こ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
ま
す
」

「
○
○
さ
ん
は
、
こ
ん
な
こ
と
に
一

生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」
な
ど
、

身
近
な
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

今
後
も
�
町
づ
く
り
の
主
役
は
町

民
一
人
ひ
と
り
�
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

よ
り
親
し
ま
れ
る
情
報
紙
を
目
指
し

て
、
町
の
動
き
や
話
題
な
ど
を
皆
さ

ん
の
お
手
元
に
お
届
け
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ

役
場
情
報
課（
�
八

二
│
三
一
一
一
内
線
三
一
一
）
へ
。

創刊800号
広報

広
報
の
持
つ
役
割
は

い
つ
の
時
代
も
同
じ

広
報
は
町
民
と
行
政
を
つ
な
ぐ
パ

イ
プ
役
と
し
て
、
い
つ
の
時
代
で
も

変
わ
る
こ
と
な
く
同
じ
役
割
を
持
っ

て
い
ま
す
。

一
つ
目
は
、
町
づ
く
り
の
動
き
や

身
近
な
出
来
事
な
ど
を
町
民
の
皆
さ



4 人世帯（夫婦、子 2
人で、子の1人は16歳
以上23歳未満）

3 人世帯（夫婦、子 1
人で、子は16歳未満）

2人世帯（夫婦のみ）

単身世帯

世　帯　員　数 全額免除 半額免除

【６】

保
険
料
納
付
が
困
難
な

場
合
は
免
除
の
申
請
を

国
民
年
金
は
、
二
十
歳
以
上
六
十

歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
が
加
入
す
る

制
度
で
す
。
保
険
料
を
納
め
続
け
る

こ
と
で
、
年
を
と
っ
た
と
き
の
老
齢

基
礎
年
金
や
万
が
一
の
場
合
の
障
害

基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
長
い
人
生
に
は
思
い
が

け
な
い
病
気
や
失
業
な
ど
で
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
人
の
た
め

に
、「
保
険
料
免
除
制
度
」
が
あ
り

ま
す
。

保
険
料
の
免
除
制
度
に
は
、
法
定

免
除
と
申
請
免
除
の
二
種
類
が
あ
り
、

法
定
免
除
は
障
害
基
礎
年
金
を
受
け

て
い
る
人
や
生
活
保
護
法
に
基
づ
く

生
活
扶
助
を
受
け
て
い
る
人
な
ど
が

該
当
し
、
申
請
免
除
は
前
年
の
所
得

が
少
な
い
な
ど
経
済
的
な
理
由
で
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
人
が

該
当
し
ま
す
。
ま
た
、
失
業
な
ど
で

保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
人
も
、
特
例
的

に
免
除
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
請
免
除
に
は
、
保
険
料
の
全
額

が
免
除
さ
れ
る
「
全
額
免
除
」
と
半

額
が
免
除
さ
れ
る
「
半
額
免
除
」
が

あ
り
ま
す
。

申
請
免
除
は
ど
な
た
で
も
承
認
さ

れ
る
の
で
は
な
く
、
家
族
構
成
な
ど

に
よ
り
、
免
除
と
な
る
所
得
（
収
入
）

が
基
準
額
を
下
回
る
場
合
に
承
認
さ

れ
ま
す
（
下
表
参
照
）。

免
除
の
承
認
期
間
は
、
七
月
（
ま

た
は
申
請
月
の
前
月
）
か
ら
翌
年
の

六
月
ま
で
で
す
。

一
年
間
免
除
を
希

望
す
る
人
は
、
七

月
か
八
月
に
申
請

す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
役
場
町
民

課
か
役
場
各
支
所

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
免
除
を
受
け
た
期
間
は
、

老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
を
計
算
す

る
場
合
、
保
険
料
を
納
付
し
た
期
間

と
比
べ
る
と
、
全
額
免
除
の
期
間
は

三
分
の
一
、
半
額
免
除
の
期
間
は
三

分
の
二
に
減
額
さ
れ
ま
す
。
こ
の
た

め
十
年
以
内
で
あ
れ
ば
免
除
さ
れ
た

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
る

「
追
納
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

制
度
に
よ
り
年
金
額
の
減
額
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

国
民
年
金
に
つ
い
て
詳
し
く
は
役

場
町
民
課
町
民
係
（
�
八
二
│
三
一

一
一
内
線
一
二
三
）
へ
お
気
軽
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

宮古社会保険事務所では、国民
年金保険料の臨時納付窓口を開設
します。これは、納め忘れなどに
よる保険料の未納期間の長期化を
防止し、大切な受給権を守るため
に開設するもので、窓口では将来
受給する年金額や保険料の免除申
請などの相談にも応じます。どう
ぞご利用ください。
�期日と場所　８月26日…豊間根
生活改善センター　８月27日…
中央コミュニティセンター
�時間　午後２時～７時
�対象者　無年金者を除く保険料
未納者
�問い合わせ　宮古社会保険事務
所（�62－1963）へどうぞ。

※単身世帯以外は、夫、妻どちらかに所得（収入）
のある世帯の場合のめやすです。
※（ ）内の額は収入です。

164万円
（260万円）

285万円
（424万円）

129万円
（210万円）

215万円
（333万円）

94万円
（159万円）

172万円
（271万円）

35万円
（100万円）

85万円
（150万円）

�免除対象となる所得（収入）のめやす

老後の安心を支える国民年金。若いうちから保
険料を納め続け大切な受給権を守りましょう。

国民年金保険料の臨時
納付窓口を開設します



【７】

所
得
割
額
の
算
定
方
法
が
変
更

地方税法の改正で、平成15年度分から国
民健康保険税の所得割額の算定方法などが
変わりました。住民税などとの整合性をと
り、税負担の公平化を図るため改正された
もので、所得割額の算定となる所得額が下
記の計算式のとおり変更になりました。な
お、所得額に町の定めた税率６％を掛けて
得た額が国民健康保険税のうちの所得割額
となります。
公的年金等特別控除の廃止
これまで65歳以上の人の公的年金等控除

に上乗せされていた公的年金等特別控除
（上限17万円）が廃止されました。
・新しい計算式　所得額＝年金収入－公的
年金等控除－基礎控除33万円
給与所得特別控除の廃止
これまで給与所得者の給与所得控除に上

乗せされていた控除（上限２万円）が廃止
されました。
・新しい計算式　所得額＝給与収入－給与
所得控除－基礎控除33万円
青色専従者給与等控除の適用
これまで国民健康保険の所得割額の算定

では認められていなかった自営業者や漁業
者、農業者などの専従者への給与分の控除
が適用されます。
・新しい計算式　所得額＝事業収入－必要経費－青色
専従者給与等控除－基礎控除33万円
長期譲渡所得等特別控除の適用
これまで長期譲渡所得金額などの特別控除は認めら

れていませんでしたが、譲渡の目的などに応じた控除
が適用されます。
・新しい計算式　所得額＝長期譲渡所得等―譲渡所得
にかかる特別控除―基礎控除33万円
介護保険分課税限度額の変更
昨年度まで課税限度額７万円であったものが、８万

円に変更になりました。
�問い合わせ　役場税務課（�82－3111内線111）へ。

みこしの海上渡御と
引き船を間近に見物 祭

り
の
だ
い
ご
味
堪
能
し
よ
う

山
田
町
商
工

会
青
年
部
を
中

心
に
組
織
す
る

「
山
田
の
魅
力

発
信
事
業
実
行

委
員
会
」
（
会

長
・
阿
部
幸
栄

山
田
町
商
工
会

会
長
）
で
は
、

「
海
上
渡
御
見

物
と
山
田
湾
内

ク
ル
ー
ズ
」
を

開
催
し
ま
す
。

大
杉
神
社
例
大
祭
の
名
物
、
み
こ

し
の
海
上
渡
御
の
見
物
と
引
き
船
に

同
行
で
き
る
同
企
画
。
祭
り
の
だ
い

ご
味
を
存
分
に
堪
能
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ご
家
族
な
ど
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
九
月
十
五
日
（
月
）
午
前

八
時
十
五
分
〜
十
一
時

▽
集
合
場
所
　
山
田
魚
市
場
前
岸
壁

▽
内
容
　
大
杉
神
社
例
大
祭
で
行
わ

れ
る
み
こ
し
海
上
渡
御
の
見
物
、

引
き
船
同
行
見
物
、
明
神
崎
な
ど

の
海
岸
美
見
物

▽
参
加
対
象
　
小
学
生
以
上
の
人

※
小
中
学
生
が
参
加
す
る
場
合
は
、

保
護
者
同
伴
と
し
ま
す

▽
参
加
料
　
小
中
学
生
…
千
五
百
円

高
校
生
以
上
…
二
千
円

※
特
製
お
祭
り
弁
当
代
を
含
み
ま
す

▽
定
員
　
百
三
十
人

▽
申
込
期
限
　
九
月
十
日
（
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

▽
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
　
山
田
の

魅
力
発
信
事
業
実
行
委
員
会
事
務

局
（
山
田
町
商
工
会
内
�
八
二
│

二
五
一
五
）
へ
ど
う
ぞ
。

町内各地区のお祭り
写真を集めています

鯨
と
海
の
科
学
館
で
は
、「
山

田
の
お
祭
り
写
真
展
」
の
開
催

に
向
け
、
町
内
各
地
区
で
行
わ

れ
て
い
る
お
祭
り
の
写
真
を
集

め
て
い
ま
す
。
昔
懐
か
し
い
も

の
か
ら
現
在
ま
で
の
お
祭
り
に

関
す
る
写
真
を
お
持
ち
の
方

で
、
同
館
に
お
貸
し
し
て
い
た

だ
け
る
方
は
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

▽
提
出
方
法
　
直
接
持
参
ま
た

は
郵
送

▽
提
出
期
限
　
九
月
二
十
二
日

▽
展
示
期
間
　
十
月
一
日
〜
三

十
一
日

▽
展
示
場
所
　
鯨
と
海
の
科
学

館
特
別
展
示
室

▽
送
り
先
・
問
い
合
わ
せ
　
鯨

と
海
の
科
学
館
（
〒
〇
二
八

│
一
三
七
一
　
山
田
町
船
越

７
│
50
│
１
　
�
八
四
│
三

九
八
五
）
へ
ど
う
ぞ
。

担
ぎ
手
が
海
に
肩
ま
で
つ
か
り
勇
ま
し

く
練
り
歩
く
大
杉
神
社
の
海
上
渡
御
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投
書

ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。

ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

今
年
の
梅
雨
は
と
て
も
長
く
感
じ

ま
し
た
。
三
陸
南
地
震
の
後
だ
け
に
、

自
然
の
砂
浜
を
満
喫
し
て

人
生
が
豊
か
に
な
り
ま
し
た
。

★
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
は

地
区
の
仲
間
五
人
と
と
も
に
、
子

供
た
ち
へ
竹
と
ん
ぼ
の
作
り
方
や
遊

び
方
の
指
導
を
す
る
こ
と
で
す
。

★
健
康
の
秘
け
つ
は

こ
の
歳
で
す
か
ら
一
病
息
災
で

す
。
医
者
の
言
い
つ
け
を
よ
く
守
り
、

酒
も
タ
バ
コ
も
や
り
ま
せ
ん
。

★
最
後
に
一
言

豊
間
根
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
長
を
や

ら
せ
て
い
た
だ
い
て
八
年
経
ち
ま
し

た
。
ク
ラ
ブ
の
会
員
や
地
域
の
皆
さ

ん
に
支
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
の
活

動
で
、
と
て
も
楽
し
い
で
す
。

生
涯
学
習
で
豊
か
な
人
生
に

★
若
い
頃
の
仕
事
は

国
鉄
職
員
と
し
て
四
十
年
間
勤
務

し
、
切
符
売
り
や
荷
物
発
送
、
団
体

旅
行
の
添
乗
業
務
な
ど
の
仕
事
を
し

ま
し
た
。
青
森
県
や
岩
手
県
内
で
二

十
五
回
の
転
勤
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。

★
楽
し
み
は
何
で
す
か

シ
ル
バ
ー
カ
レ
ッ
ジ
や
高
齢
者
大

学
な
ど
に
参
加
す
る
こ
と
で
す
。
退

職
し
て
か
ら
は
、
生
涯
学
習
で
い
ろ

い
ろ
学
ぶ
こ
と
が
生
き
が
い
と
な
り
、

佐々木　定
さだ

男
お

さん
（豊間根・77歳）

ち
ょ
っ
ぴ
り
若
返
り
気
分
に
浸
っ
た

ひ
と
と
き
で
し
た
。

現
在
で
は
珍
し
く
な
っ
た
海
浜
で

の
イ
ベ
ン
ト
企
画
に
関
係
者
の
皆
さ

ん
の
配
慮
を
高
く
評
価
す
る
と
と
も

に
、
短
い
夏
に
自
然
の
砂
浜
の
感
触

を
み
ん
な
が
心
ゆ
く
ま
で
満
喫
し
て

ほ
し
い
で
す
。
そ
し
て
こ
の
海
開
き

を
終
え
る
と
間
も
な
く
夏
祭
り
、
盆

踊
り
な
ど
夏
の
風
物
詩
の
囃は

や

子し

が
か

す
か
に
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

齋
藤
忠
雄
（
船
越
・
77
歳
）

◇
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

夏
も
無
く
や
ま
せ
の
霧
が
忍
び
寄
る

心
も
重
く
露
に
は
い
れ
り

中
山
明
文
（
船
越
・
77
歳
）

う
っ
と
う
し
さ
を
か
き
た
て
た
長
梅

雨
で
し
た
。
七
月
に
入
り
そ
ん
な
憂

う
つ
感
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
た
の
が

浦
の
浜
海
水
浴
場
で
の
山
田
ビ
ー
チ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
鯨
カ
ヌ
ー
レ
ー

ス
。
ス
タ
ー
ト
の
合
図
が
真
夏
の
空

に
高
々
と
響
い
た
瞬
間
、
わ
た
し
に

快
適
な
夏
の
始
ま
り
を
呼
び
起
こ
さ

せ
て
く
れ
ま
し
た
。
海
に
誘
わ
れ
て

各
地
か
ら
来
た
若
い
群
衆
の
水
着
ス

タ
イ
ル
が
目
の
保
養
に
な
り
、

メ
モ
帳
に
亡
き
友
ど
ち
の

ア
ド
レ
ス
を
心
残
し
て

静
か
に
消
し
ぬ

菊
地
サ
カ
ヱ
（
織
笠
・
68
歳
）

時
に
蝶
々
の
ご
と
く
飛
び
あ
が
り
て

大
町
テ
イ
子
（
大
沢
・
？
歳
）

溜
水
生
れ
て
は
消
え
て
又
生
れ
る

梅
雨
空
寒
し
丸
き
水
の
輪

古
藤
野
強
（
豊
間
根
・
78
歳
）

釣
り
人
に
ね
ぐ
ら
追
わ
れ
る

鴨
の
群
れ

鳴
き
声
あ
わ
れ
い
ず
こ
へ
と

道
化
師
（
荒
川
・
？
歳
）

山
菜
の
油
い
た
め
に
舌
づ
つ
み

佐
々
木
ヱ
ミ
子
（
飯
岡
・
？
歳
）

あ
ぢ
さ
ゐ
の
　
あ
ゐ
ま
さ
り
ゆ
く

あ
め
の
あ
さ
　
吾
は
生
れ
し
と
ふ

八
十
年
む
か
し

さ
と
う
み
え
こ
（
大
沢
・
82
歳
）

老
木
の
太
き
サ
ツ
キ
の
緋
色
こ
く

池
面
に
映
え
て
咲
き
盛
り
な
る

千
代
川
貞
（
大
沢
・
77
歳
）

仰
ぎ
見
る
夏
空
光
り
雲
流
れ

O
藤
菊
實
（
荒
川
・
75
歳
）

地
震
禍
に
冥
府
の
父
母
は
夢
に
出
づ

被
害
の
程
は
と
安
否
問
わ
れ
し

陽
子
（
織
笠
・
65
歳
）

一
回
忌
孫
の
入
学
待
た
ず
に
逝
っ
た

弟
の
遺
影
見
る
た
び
悲
し

美
智
子
（
八
幡
町
・
？
歳
）

梅
雨
に
入
り
色
と
り
ど
り
に

う
つ
く
し
く
あ
た
ま
重
げ
に

咲
く
あ
じ
さ
い
の
花

甲
斐
谷
セ
チ
（
八
幡
町
・
88
歳
）

リンクる（14）

佐藤美奈子（８）

みなととしき（５）

湊ゆうき（？）

佐藤貴大（？）

佐藤直紀（11）

さとうたいせい くん
（大沢保育園・５歳）

【８】【９】

元気なじいちゃん── vol.
3元気なじいちゃん

全
国
小
学
生
陸
上
競
技

交
流
大
会
岩
手
県
大
会

山
田
Jr.
陸
上
教
室
が
優
勝

七
月
六
日
、
北
上
市
で
行
わ

れ
た
第
十
九
回
全
国
小
学
生
陸

上
競
技
交
流
大
会
岩
手
県
大
会

の
男
子
四
百
�
リ
レ
ー
種
目
で

山
田
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
教
室
が
優

勝
。
八
月
二
十
二
日
か
ら
東
京

の
国
立
競
技
場
で
開
か
れ
る
全

国
大
会
へ
の
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

同
種
目
に
は
県
内
の
予
選
を

勝
ち
抜
い
た
二
十
九
チ
ー
ム
が

出
場
。
予
選
レ
ー
ス
で
同
チ
ー

ム
は
バ
ト
ン
渡
し
を
ス
ム
ー
ズ

に
行
い
、
53
秒
30
の
ト
ッ
プ
記

録
で
予
選
を
通
過
し
ま
し
た
。
決
勝

レ
ー
ス
で
も
息
の
合
っ
た
バ
ト
ン
さ

ば
き
で
、
53
秒
65
の
好
記
録
で
見
事

優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

七
月
十
四
日
に
は
選
手
の
皆
さ
ん

が
役
場
を
訪
問
。
沼
崎
喜
一
町
長
に

優
勝
の
報
告
を
行
い
、
メ
ダ
ル
と
賞

状
を
披
露
し
ま
し
た
。

◇
出
場
選
手
　
松
本
恒
太
（
山
田
南

小
六
年
）、
野
崎
滉
介
（
豊
間
根
小

六
年
）、
菊
地
利
次
（
織
笠
小
六

年
）、
福
士
雄
大
（
同
）、
福
士
大

輝
（
大
沢
小
六
年
）

〈
敬
称
略
〉

24日に浪岡實杯争奪卓球大会
第18回浪岡實杯争奪卓球大会が開

催されます。初心者の方でも大歓迎
です。参加希望者は、各地区の代表
へお申し込みください。
�日時　８月24日（日）午前９時～
�場所　町立山田体育館
�対象　一般町民（町内で働いてい
る人も対象です）
�種目　団体、個人（フリーの部、50歳未満の部、50
歳以上65歳未満の部、65歳以上の部、小学生の部）
�参加料　１人200円
�申込期限　８月18日
�各地区の代表者　豊間根…三河和子（�86－3385） 大
沢…白内輝彦（�82－2940） 山田東…鈴木正雄（�
82－3327） 山田西…藤原茂美（�82－3252） 織笠…
篠澤利幸（�82－9202） 船越…稲川三男（�84－3118）
�申込先・問い合わせ　町教育委員会社会体育係（�
82－5505）へどうぞ。

ゲ
ッ
ツ
�（
？
）

長
澤
和
也（
５
）

山
内
芽
依（
６
）

て
ゆ
ー
か
？（
13

）

ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン（
11

）

堀
合
可
那
絵（
10

）

闇
ノ
暁（
12

）

金
子
竜
。（
14
）

山
�
真
子（
12

）

山
内
菜
緒（
９
）

元
山
中
３
│
６
生
徒（
15

）

平
石
凌（
９
）

湊
優
紀
美（
７
）

沼
�
信
明（
15

）

お
の
は
る
な（
４
）

佐
藤
恵
美
子（
９
）

山
�
茜（
10

）

こ
ば
や
し
り
ょ
う
た（
６
）

沼崎喜一町長に優勝の報
告に訪れた選手の皆さん

あ

た
ま
り
み
ず

あ

あ

あ

や

そ

と
せか

め
い

ふ

あ
ん

ぴ

い



今月の題字
いしむらえりちゃん

（船越小2年）

7月7日から11日まで、国家公務員Ⅰ種合格者の初任行
政研修が本町で行われました。研修に訪れたのは農林水産
省の山嵜康司さん（24歳）、国土交通省の三井雄一郎さん（25
歳）、環境省の須田恵理子さん（25歳）の3人。町の概要につ
いて担当者から説明を受けたほか、水産関係者との懇談や
実地研修などを行い地方が抱える課題や取り組みを学びま
した。10日午前5時半からは、かきやホタテの養殖施設を
視察。養殖いかだで水揚げ作業の体験や貝殻の処理場の見
学をするなど、漁業の厳しさを肌で感じ取っていました。

鯨と海の科学館で体長60㌢のナマズが飼育され、特徴の
ある大きな口と見事なひげを披露し入館者の人気を集めて
います。7月5日、船越の西舘三喜男さん（58歳）が水田の
見回りの際に、泥水の中で体をくねらせているナマズを発
見。たも網ですくい揚げ同館に持ち込んだものです。本町
で見かけるのは大変珍しく、約500㍍離れた入江田沼から水
路伝いに入り込んだものとみられます。地震の発生を事前
に知らせるというナマズ。最近地震が頻発しているだけに、
突然暴れ出したときは地震に警戒したほうがよさそうです。

町芸術文化協会（馬場善也会長）主催の書道講座が7月
20日、町中央コミュニティセンターで開かれました。書道
にもっと親しんでもらおうと行われたもので町民21人が参
加しました。始めに講師の阿部一舟さん（県書道協会副会
長）が「生活の中に飾る書」と題して講話。身近な書の楽し
み方について理解を深めました。その後実技が行われ、参
加者はいろいろな書体の書き方や自分が書いた作品の添削
指導を受けるなど、真剣なまなざしで取り組んでいました。

【１１】

鯨館で大ナマズを飼育

大きな口と見事なひげを披露

国家公務員の初任者研修

地方が抱える課題など学ぶ

書道講座に21人

書の楽しみ方に理解深める

7月25日、町商工会女性部（熊谷なり子部長）では、バルー
ンアート講習会を町商工会館で開催しました。商店街の活
性化に役立てようと行われたもので、本町と遠野、大槌、
田老の商工会女性部員20人が参加。日本バルーン協会会員
の菊池玲子さん（釜石市）を講師に、風船の特徴や色づかい
などの基礎を学び、さっそく夏をイメージした作品の創作
に挑戦しました。参加者はバルーンの選び方や空気の入れ
具合に四苦八苦しながらも、華やかな作品を次々に完成。
館内は外の梅雨空と対照的に夏の雰囲気が漂っていました。

【１０】

第23回「山田ビーチフェスティバル」が7月20日、
浦の浜海水浴場で開かれ、1,000人の家族連れなどでに
ぎわいました。砂浜では宝探しやビーチサンダル飛ばし
など多彩なイベントが繰り広げられ、親子で砂を掘り起
すなど仲むつまじい光景が広がっていました。海上では
フェスティバルのメーンイベント「鯨カヌーレース」を
開催。今年から新たに設けられた小学生の部には6チー
ムがエントリーしたほか、一般の部には町内外から13
チームが参加し、観客の声援を浴びながら熱戦を展開し
ました。結果、一般の部は「Aケ崎ファイターズ」（宮

古市）が優勝、2位に「北小おやじの会№1」、3位は「大
沢フロンティア」、4位は「北小おやじの会№2」でし
た。大人顔負けの力強いオールさばきで、激走した小学
生の部の優勝は、「ホリさんとゆかいすぎる仲間たち」
（船越小）。2位には「ウォーターガールズ」（山田南小）、
3位は「山北ＴＯＢＩＵＯ」（山田北小）、4位に「Ｕ.Ｓ
マリーン」（大浦小）が入りました。

女性部
商工会 バルーンアート講習会

商店街の雰囲気にぎやかに

山田ビーチフェスティバル

鯨カヌーレースで熱戦展開

水しぶきを上げて海面を快走する鯨カヌー

宝
探
し
で
、
砂
ま
み
れ
に
な
り
な
が
ら
宝
の

入
っ
た
袋
を
探
す
子
供
た
ち
（
写
真
上
）
／

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
行
事
で
は
、
え
び
す
ま
き
が

行
わ
れ
、
投
げ
込
ま
れ
る
お
菓
子
な
ど
を
取

り
合
っ
て
い
ま
し
た
（
丸
写
真
）



【１２】

七
月
七
日
か
ら
五
日
間
、
今

年
国
家
公
務
員
と
し
て
、
農
林

水
産
省
、
国
土
交
通
省
、
環
境

省
に
採
用
さ
れ
た
三
名
の
研
修

が
本
町
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
研

修
生
受
け
入
れ
の
打
診
が
あ
っ

た
の
で
、
こ
の
機
会
に
将
来
の

行
政
の
中
核
を
担
う
で
あ
ろ
う

人
た
ち
に
地
方
の
実
情
を
見
て

ほ
し
か
っ
た
し
、
わ
た
し
た
ち

の
生
の
声
も
聞
い
て
い
た
だ
き

た
い
と
の
思
い
が
あ
り
希
望
し

た
も
の
で
し
た
。
研
修
生
は
過

密
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
も
の
と
も

せ
ず
、
座
学
か
ら
現
場
体
験
、

水
産
関
係
者
と
の
懇
談
会
な
ど

精
力
的
に
こ
な
し
ま
し
た
。
特

に
若
手
漁
業
者
と
の
懇
談
会
で

は
、
後
継
者
難
、
漁
業
系
産
業

廃
棄
物
処
理
対
策
、
不
漁
魚
価

安
、
等
々
の
問
題
提
起
を
受
け

直
接
担
当
す
る
部
門
で
は
な
い

に
し
て
も
地
方
が
抱
え
る
問
題

の
深
さ
は
理
解
で
き
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

多
く
の
人
と
の
交
流
が
あ
り

ま
し
た
。
さ
さ
や
か
な
試
み
で

し
た
が
彼
ら
が
山
田
町
の
フ
ァ

ン
と
し
て
こ
れ
か
ら
応
援
い
た

だ
け
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

山
田
町
長
　
沼
崎
喜
一

町
長
室
か
ら

自
由
民
権
運

動
は
、
明
治
初

期
、
憲
法
制

定
・
国
会
開

設
・
地
租
軽
減

な
ど
を
要
求
し

て
起
き
た
運
動

で
、
明
治
七
年

全
国
的
に
板
垣

退
助
ら
の
民
選

議
院
設
立
の
運

動
が
展
開
さ
れ
、

各
地
に
政
治
結

社
が
設
立
さ
れ

た
。在

京
中
の
鈴

木
舎
定
は
福
沢

諭
吉
ら
と
『
東

京
新
報
』
を
編

集
、
自
由
民
権

運
動
に
共
鳴
し
、

板
垣
退
助
ら
と
接
触
。
帰
盛
し
た
舎

定
は
『
求
我
社
』
を
足
場
に
自
由
民

明
治
十
二
年
、
二
十
八
歳

の
定
次
郎
は
府
県
会
規
則
時

代
の
県
会
議
員
（
被
選
挙
権

は
二
十
五
歳
以
上
の
男
子
、

三
年
以
上
そ
の
地
に
居
住
、

地
租
十
円
以
上
納
入
の
者
）

と
し
て
東
閉
伊
郡
選
挙
区
の

議
員
と
し
て
、
当
選
、
自
由

民
権
運
動
に
取
り
組
み
、
一

貫
し
て
自
由
民
権
派
の
議
員

と
し
て
地
方
振
興
、
三
陸
沿

岸
の
水
産
業
振
興
に
尽
力
し

た
。
同
十
三
年
定
次
郎
は
、

町
長
）
ら
が
中
心
と
な
り
、
同
志
を

集
い
自
由
民
権
運
動
を
推
進
し
た
。

明
治
二
十
三
年
七
月
第
一
回
衆
議

院
議
員
（
有
権
者
は
国
税
十
五
円
以

上
納
入
、
二
十
五
歳
以
上
の
男
子
）

選
挙
が
行
わ
れ
た
。
本
県
は
五
区
、

定
員
五
名
。
第
二
区（
東
・
中
・
北
閉

伊
郡
、
南
・
北
九
戸
郡
）か
ら
小
田
為

綱
（
九
戸
）、
中
原
貞
七
（
盛
岡
）、
伊

東
圭
介（
盛
岡
）が
立
候
補
。
弁
護
士
、

求
我
社
系
の
自
由
党
員
で
舎
定
ら
と

自
由
民
権
運
動
を
推
進
し
て
き
た
伊

東
が
多
く
の
支
持
を
得
当
選
し
た
。

自
由
民
権
運
動
の
中
核

的
組
織
と
し
て
『
立
誠

社
』
を
結
成
、
阿
部
竹

治
（
後
の
東
京
弁
護
士

会
所
属
弁
護
士
）、
桐
ケ

窪
信
五
郎
（
後
の
山
田

盛
岡
で
開
催
さ
れ
た
『
求
我
社
』
主

催
の
自
由
民
権
大
演
説
会
で
弁
士
と

し
て
国
会
開
設
を
訴
え
多
く
の
共
感

を
呼
ん
だ
。

山
田
に
お
い
て
、
明
治
十
五
年
頃
、

和
作
は
『
一
進
社
』
を
創
立
、
多
く

の
若
者
を
指
導
し
て
い
た
が
、
過
度

の
活
動
か
ら
健
康
を
害
し
、
明
治
十

六
年
六
月
四
十
九
歳
で
病
死
。
県
会

で
活
躍
し
て
い
た
定
次
郎
も
同
年
九

月
三
十
二
歳
の
若
さ
で
病
死
し
た
。

和
作
の
死
後
、
舎
定
の
求
我
社
と

呼
応
し
『
一
進
社
』
を
母
体
と
し
て
、

自
由
民
権
運
動
の
先
覚
者

貫
　
洞
　
定
次
郎

権
運
動
を
推
進
、
岩
手
を
代
表

し
対
外
的
に
活
躍
、
板
垣
首
班

の
自
由
党
を
結
成
し
た
。

山
田
に
お
い
て
は
、
明
治
の

は
じ
め
、
江
戸
で
数
学
塾
を
開

い
て
い
た
阿
部
和
作
が
帰
郷
し
、

彼
の
人
格
と
学
識
を
慕
い
若
者

が
訪
ね
た
。
飯
岡
生
ま
れ
の
貫

洞
定
次（
治
）郎「
以
下（
貫
洞
定

次
郎
）」
は
早
い
機
会
に
和
作

に
接
触
。
盛
岡
に
出
、
鈴
木
舎

定
と
交
流
、
自
由
民
権
運
動
に
つ
い

て
大
き
な
影
響
を
受
け
た
。
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
町
に
ゆ
か
り
の

あ
る
歴
史
人
物
と
そ
の
結
び
付
き
な
ど
を

シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
執
筆
者

は
町
史
編
さ
ん
委
員
の
佐
藤
仁
志
さ
ん

（
豊
間
根
・
六
八

）
で
す
。

や

ま

だ

の

龍
昌
寺
に
あ
る
貫
洞
定
次
郎
の
墓
碑
。

「
治
」「
次
」
の
ど
ち
ら
の
字
も
刻
ま
れ

て
い
ま
す
（
右
）
／
「
岩
手
県
議
会
100

年
の
歩
み
」
の
名
簿
よ
り
抜
粋
。
明
治

12
年
に
東
閉
伊
郡
選
挙
区
か
ら
３
人
が

当
選
し
て
い
ま
す
（
上
）



【応募方法】 下記のはがきの要領
でご応募ください。800号記念とし
て、全問正解者の中から抽選で10人
に1,000円分の図書券をプレゼント。
応募は一人１通です。

50
円

0 2 8 1 3 9 2

山
田
町
八
幡
町
3
│
20

山
田
町
役
場

広
報
ク
イ
ズ
係

クイズの答え《例》
①－� ④－�
②－� ⑤－�
③－�

氏名
年齢

〒・住所

【１３】

☆締め切り＝８月20日（20日消印有効）
☆前回の正解は、①－Ｃ、②－Ａ、
③－Ｃ、④－Ａ、⑤－Ｂでした。応
募者数は45通で正解は43通、抽選の
結果次の10人が当せんしました。
山田＝平石凌（９） 八幡町＝竹内

嘉伸（？） 長崎＝西村みゆき（11）
飯岡＝阿部あい子（？） 船越＝田代
視音（４） 織笠＝沼�信明（15）、
阿部真由子（14） 大沢＝斉藤ひかり
（８）、山崎茜（10） 豊間根＝芳賀禎
一（58） 〈敬称略〉

県では、厳しい雇用情勢に
対応するため、各振興局に就
職支援センターを開設してい
ます。どうぞご利用ください。
�業務内容　就職活動に関す

る相談、履歴書の書き方や
面接の受け方の指導、求人
情報や就職訓練に関する情
報提供など
�開設時間　午前８時半～午
後５時15分
�問い合わせ　宮古地方振興
局企画総務部企画振興課
（�64－2211内線322）へ。

ブ
レ
ア
・
パ
ー
ク
さ
ん
が
帰
国

多
く
の
思
い
出
あ
り
が
と
う

就職支援センター
お気軽にご利用を

七
月
二
十
二
日
、
外
国
語
指
導
助

手
の
ブ
レ
ア
・
パ
ー
ク
さ
ん
が
三
年

間
の
勤
務
を
終
え
、
祖
国
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
へ
帰
国
し
ま
し
た
。

ブ
レ
ア
さ
ん
は
、
平
成
十
二
年
七

月
か
ら
本
町
十
人
目
の
教
育
委
員
会

外
国
語
指
導
助
手
と
し
て
、
町
内
の

小
中
学
校
を
訪
問
し
、
児
童
・
生
徒

に
英
語
な
ど
を
指
導
。
ま
た
、
町
な

ど
の
行
事
に
積
極
的
に
参
加
し
町
民

と
の
交
流
を
深
め
る
な
ど
、
た
く
さ

ん
の
思
い
出
を
残
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ブ
レ
ア
さ
ん
か
ら
町
民
の
皆
さ
ん

に
下
記
の
と
お
り
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届

い
て
い
ま
す
の
で
紹
介
し
ま
す
。

山田町国際交流協会主催のブレ
ア・パークさんの送別会から�「広報やまだ」創刊号が発行され

たのはいつ？
�昭和30年４月
�昭和30年５月
�昭和35年４月

�「広報やまだ」は今月で何号？
�600号　�700号　�800号

�今号までに「健やか赤ちゃんコー
ナー」に登場したのは何人？
�2,964人　�2,694人　�2,496人

�「広報やまだ」を編集しているの
は役場のどこの課？
�総務課　�町民課　�情報課

�４㌻と５㌻に「８」または「八」の
文字は全部でいくつありますか？
�13 �23 �33



18

日

19

日

20

日

時　　　　間会　　　　場日

【１４】

申 し 込 み

名　称 期 日 時　　　間 対　　象　　者

実施場所 期 日 時　　間 申込先

��月の教室 場所：保健センター

�三種混合とはしかの予防接種 （�月）

井上医院 随　時 診療時間内 随　時 82－2956

うらべ内科 〃 〃 〃　 82－0123

近藤医院 〃 〃 〃 82－3328

後藤医院 〃 〃 接種する日の前日 82－6690

道又医院 〃 午前8時半～11時 随時（電話で予約） 82－3522

�各種教室に参加を希望する方は、役場保健福祉課（内線166）
へご連絡ください。

ひよこ教室 22日 午前10時～正 午 言葉や運動機能の発達な
どで心配のある幼児

Health Guide
各種相談、健診、予防接種の問い合わせは、

役場保健福祉課（�82－3111内線161、
165、166）へお気軽にどうぞ。 保 健 だ よ り

項　　　　目 期日 受　付　時　間 対　 象 者

��月の相談 場所：保健センター

健 康 相 談 5、19日 午前10時～正 午 一般町民

老化が始まり背中の筋肉が衰えてくると、背中が
丸くなります。背中の筋肉を鍛えるためには、柱や
壁に頭・背中・お尻・かかとをつけて１分間立ちま
す。それだけで背中やお腹の筋肉を鍛えることがで
きます。慣れてきたら柱にまっすぐ立った姿勢で万
歳をします。さらにひじを90度に曲げて手を上げま
す。最初は無理をしないで10秒、20秒と短い時間か
ら始めてみましょう。１日１分間、毎日続けると背
中がまっすぐに、若々しい体になります。

心の健康相談を開催
�日時　８月25日（月）午後１時半～
�場所　保健センター
�内容　痴ほう症やアルコール中毒、登校拒否の児
童生徒など心の健康相談（精神保健相談）
�指導　高橋幸成さん（三陸病院副院長）
�申込先・問い合わせ　８月20日までに役場保健福
祉課（内線165）へどうぞ。

肝
臓
と
胆
の

う
、
腎
臓
検
診

が
行
わ
れ
ま
す
。

送
付
さ
れ
る
通

知
書
の
日
時
と

会
場
を
確
認
し
、

忘
れ
ず
に
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

ま
だ
申
込
み
を

し
て
い
な
い
方

で
も
受
診
で
き

ま
す
。
希
望
す
る
方
は
直
接
会

場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
受
診
料
　
千
三
百
円
（
検
診

会
場
で
い
た
だ
き
ま
す
）

▽
受
付
時
間
　
午
前
六
時
半
〜

七
時
半

▽
注
意
事
項
　
検
診
の
前
日
…

▼
夜
八
時
以
降
に
飲
食
物
は

と
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
（
就

寝
時
ま
で
お
茶
、
水
は
飲
ん

で
か
ま
い
ま
せ
ん
）
▼
ア
ル

コ
ー
ル
類
は
飲
ま
な
い
で
く
だ
さ

い
▼
普
段
服
用
し
て
い
る
薬
は
お

飲
み
く
だ
さ
い
　
検
診
の
当
日
…

▼
検
診
終
了
ま
で
飲
食
物
は
と
ら

な
い
で
く
だ
さ
い
▼
た
ば
こ
は
吸

わ
な
い
で
く
だ
さ
い
▼
用
便
を
済

ま
せ
て
か
ら
お
越
し
く
だ
さ
い

▽
会
場
と
日
程
　
豊
間
根
生
活
改
善

セ
ン
タ
ー
…
八
月
二
十
六
日
〜
二

十
八
日
　
保
健
セ
ン
タ
ー
…
八
月

二
十
九
日
、
九
月
一
日
〜
五
日

肝

胆

腎
検
診
あ
り
ま
す

日
時
と
会
場
確
か
め
受
診
を

18日から肺がん検診
忘れずに受けましょう

肺がん検診が下表の日程で行われます。年に１度は
必ず受診し、自分の体をチェックしましょう。
※かくたん容器は検診日に会場で配布します。
�受診料　1,300円（受診会場でいただきます）

午前 9 時半～10時20分

午前10時50分～11時40分

午後 1 時10分～ 2 時

午後 2 時半～ 3 時半

午前 9 時半～11時

午後 1 時10分～ 2 時10分

午後 2 時40分～ 3 時10分

午前 9 時半～10時10分

午前11時～11時40分

午後 1 時～ 3 時

船 越 防 災 セ ン タ ー

織 笠 漁 業 協 同 組 合

大 沢 漁 業 協 同 組 合

保 健 セ ン タ ー

保 健 セ ン タ ー

豊間根生活改善センター

荒川農業構造改善センター

大 浦 漁 村 セ ン タ ー

船 越 漁 村 セ ン タ ー

保 健 セ ン タ ー

◆肺がん検診日程表　　　　　　　　　　〔�月〕

機能訓練
教　　室 月曜日 午前10時～

午後2時半
病気やけがなどで体の不
自由な方
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�月の町長面談日
と　き　８月１８日（月）

午前10時～正午
ところ　役場４階特別応接室
※面談希望の人は役場総務課
内線413へご連絡ください。

血圧が気になる方
個別の教室を開催

「血圧は高めだが、薬を飲む
ほどでない。だけど血圧が気に
なる」という方を対象に、高血
圧個別健康教室を開催します。
個別に保健師や栄養士と月に一
度の面接を行い、食生活や運動
などの日常生活を見直します。
�期間　８月～３月
�場所　保健センター
�内容　食事調査、尿検査など
�参加料　無料
�定員　10人
�申込先・問い合わせ　８月11
日までに役場保健福祉課（内
線166）へどうぞ。

講習会・講座を
受講しませんか

赤十字家庭看護法介助員養成
講習会
�期日　９月５日～７日
�時間　午前９時～午後５時
�場所　町保健センター
�参加料　無料
�申込期間　８月18日～28日
（定員20人になり次第締め切
ります）
�申込先・問い合わせ　町社会
福祉協議会基幹型在宅介護支
援センター（�82－5670）へ。
子育てボランティア養成講座

�日時　９月９日、11日、17日
午前９時～午後５時

�場所　宮古地区合同庁舎
�対象者　子育ての経験のある
人や保育士の資格を持つ人、
子育てボランティアに関心の
ある人
�申込先・問い合わせ　９月１
日までに役場保健福祉課（内
線131）へどうぞ。

まちで出会ったかわいい笑顔

県職員と警察官の
採用試験あります

県職員（中級、初級）
�職種　中級…栄養　初級…一
般事務、林業、総合土木
�受験資格　中級…昭和52年４
月２日から59年４月１日まで
に生まれ、栄養士の資格があ
る人または採用までの間に取
得見込みの人　初級…昭和55
年４月２日から昭和61年４月
１日までに生まれた人。ただ
し、大学（短期大学は除く）
を卒業（見込みを含む）した
人は除きます。
�試験内容　教養試験、専門試
験、論文試験（初級は作文）
�試験日　９月28日（日）
�受付期限　８月29日
�願書の請求先　宮古地方振興
局総務部（�64－2211）
警察官Ｂ（男性、女性）

�職種　警察官Ｂ（男性、女性）
�受験資格　昭和49年４月２日
から61年４月１日までに生ま
れた人。ただし、大学（短期
大学は除く）を卒業（見込み
を含む）した人は除きます。
�試験内容　高校卒業程度の教
養試験、作文試験
�試験日　９月28日（日）
�受付期限　８月29日
�願書の請求先　宮古警察署山
田交番（�82－2155）
警察官（武道指導）

�職種　警察官（武道指導）
�受験資格　昭和49年４月２日
から61年４月１日までに生ま
れた人で、柔道３段（高校卒
業見込みの人は２段）以上か
剣道３段以上の段位を持つ人
�試験内容　高校卒業程度の教
養試験、実技試験
�試験日　10月17日、18日
�受付期間　８月18日～９月17
日
�願書の請求先　宮古警察署山
田交番（�82－2155）
◇申込先・問い合わせ　県人事
委員会事務局（〒020－8570
盛岡市内丸10－１　�019－
629－6241）へどうぞ。

消防職員の採用
試験宮古で実施

宮古地区広域行政組合では、
消防本部の消防業務に従事する
職員を募集します。
�職種　消防士
�採用予定人員　若干名
�受験資格
・昭和55年４月２日以降に生ま
れた男子で高校卒業以上（見
込みを含む）の人
・職務遂行に必要な身体、体力
を有する人
�試験内容　教養試験、作文
�試験日時　９月21日（日）

午前９時半～
�試験会場　県立大学宮古短期
大学部
�受付期間　８月１日～20日
�願書の請求先　山田消防署
（�82－3139）
�申込先・問い合わせ　宮古地
区広域行政組合消防本部総務
課（�71－1193）へどうぞ。

町職員の採用試験
本年度行いません

町では、来年４月に町職員を
採用する予定がないことから、
本年度は採用試験を行いません。
�問い合わせ　役場総務課（内
線411）へどうぞ。

８月１日付で町
職員の人事異動

８月１日付で町職員の人事異
動が行われました。
�総務課付（水産商工課主事）
前川信幸�水産商工課主任（鯨
と海の科学館同）中屋佳信�鯨
と海の科学館主査（税務課同）
川部利一

下水道公社で排水
設備技術者の試験

財団法人岩手県下水道公社で
は、排水設備責任技術者試験を
実施します。
�受験資格
・下水道に関する技術上の実務
経験が１年以上ある高校卒業
以上の人
・土木工事の実務経験が５年以
上ある人
�試験日時　10月21日（火）
午後１時～４時40分

�場所　岩手産業文化センター
�受験料　3,000円
�申込先・問い合わせ　８月29
日までに役場生活環境課（内
線224）へどうぞ。

せっけん作り教室
親子で体験しよう

親子手作りせっけん体験教室
が開催されます。
�日時　８月８日（金）

午前10時～
�場所　みやこ広域リサイクル
センター（宮古市小山田）
�対象　小学４年生以上の親子
�持参する物　使い古した食用
油400�程度、作業用ゴム手
袋
※長袖長ズボンを着用のこと
�申込先・問い合わせ　８月７
日までにみやこ広域リサイク
ルセンター（�63－7753）へ。

行政相談あります
と　き　８月２１日（木）

午前10時～正午
ところ　町中央コミセン
※行政について納得できない
ことなどご相談ください。
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◆
獣
医
と
し
て
動
物
園
に
勤
務
し
猿
の
飼
育
を

担
当
し
て
い
た
が
、
ペ
ル
シ
ャ
じ
ゅ
う
た
ん
に

魅
せ
ら
れ
、
織
り
方
を
学
ぶ
た
め
ス
ペ
イ
ン
へ

留
学
│
│
。
元
気
な
じ
い
ち
ゃ
ん
で
紹
介
し
た

佐
々
木
さ
ん
か
ら
お
聞
き
し
た
お
孫
さ
ん
に
つ

い
て
の
興
味
深
い
お
話
で
す
▼
転
職
す
る
潔
さ

や
夢
に
向
か
っ
て
進
む
勇
気
、
バ
イ
タ
リ
テ
ィ

に
感
動
さ
え
覚
え
ま
し
た
。
い
つ
か
夢
を
織
り

込
ん
だ
ペ
ル
シ
ャ
じ
ゅ
う
た
ん
の
手
触
り
を
確

認
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
先
日
、
仕
事
を
終
え
て
帰
宅
す
る
時
の
こ
と
。

車
に
乗
っ
て
走
り
始
め
て
す
ぐ
に
車
の
調
子
が

悪
い
の
に
気
付
き
ま
し
た
が
、
そ
の
ま
ま
走
ら

せ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
ブ
ナ
峠

に
差
し
掛
か
っ
た
所
で
突
然
車
が
停
止
。
恥
ず

か
し
な
が
ら
ガ
ス
欠
に
…
▼
ブ
ナ
峠
は
越
え
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
月
の
広
報

八
〇
〇
号
の
�
峠
�
は
何
と
か
越
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
取
材
に
協
力
し
て
く
れ
た
町
民

の
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

町民のうごき
（ 6 月 1 日～30日）

�出生……１２人 �転入……３３人　

�死亡……２２人 �転出……４３人　

�人口…２１,３４０人（今月減２０人）

男…１０,２５０人 女…１１,０９０人

�世帯数………………７,２６９世帯

� 尾 玲
れ

奈
な

（飯岡・拓実・女）
藤 原 　 叶

きょう

（長崎・洋・女）
佐々木隼

はや

人
と

（織笠・敏明・男）

佐々木夏
なつ

希
き

（大浦・榮光・女）

|原ひかる
　

（飯岡・明彦・女）

中 村 壮
もり

寿
かず

（長崎・成寿・男）

６月届け出分（敬称略）
〔出生〕（ ）は保護者名と性別
�山田 村木稜

りょう

汰
た

（幸司・男）、小林夢
ゆめ

花
か

（則
夫・女）、高野裕

ゆう

大
だい

（貴之・男）
�船越 横田仁

に

衣
い

奈
な

（健司・女）、長嶋彩
あや

乃
の

（建央・女）、木村向
ひ

日
ま

葵
り

（智・女）
�織笠 佐藤葉

はづ

月
き

（克巳・女）
�大沢 山�葵

あおい

（力・女）
�豊間根 豊間根永

え

愛
な

（勝利・女）、木村元
げん

紀
き

（利之・男）
�荒川 佐藤晴

はる

輝
き

（英明・男）

〔結婚した二人〕（ ）は住所
大川修一（大沢）・越田美保子（大槌町）
田代佳史（船越）・木村愛砂美（宮古市）
田代直也（船越）・佐々木朱美（宮古市）
佐藤誠也（船越）・及川真理子（遠野市）
松澤明（大船渡市）・田中彩子（船越）
山崎光隆（宮古市）・石崎ゆかり（豊間根）
中嶋倫利（大沢）・糠森加奈子（織笠）
外�隆則（豊間根）・佐々木理絵（宮古市）

〔死亡〕（ ）は年齢
�山田 佐々木サト（86）、堀合ミノル（80）、
大平喬（61）、O藤チヨ（77）、阿部良平（95）、
佐藤サヲ（90）、山�基一（79）
�船越 福舘定男（71）
�田の浜 OLタケ（83）
�大浦 阿部榮（74）、岡市コマツ（92）
�織笠 沼�ヨシエ（93）、越田キヨ（91）
�大沢 伊藤充（61）、阿部忠一（64）
�豊間根 阿部二三（79）、佐々木孝忠（69）
�荒川 芳賀保信（66）、倉澤定治（84）

�広報やまだ�は環境に優しい古紙100％の再生紙と大豆油インキ（植物油）を使用しています。

板橋みなみ
　

（織笠・充・女）

山 崎 慎
しん

司
じ

（豊間根・和技・男）

ピ

ン

ボ

ケ

健やか赤ちゃん登場
毎月掲載します。
今月は8月生まれ
の赤ちゃんです。

一
歳
に
な
り
ま
し
た

※
敬
称
略
・（

）内
は
地
区
名
・
保
護
者
・
性
別
で
す
。

幸 優

三 浦 瑠
る

奈
な

（田の浜・賢靖・女）

港　海
か

夏
な

人
と

（船越・克洋・男）
鳥 居 滉

ひろ

斗
と

（長崎・崇徳・男）

阿 部 伊
い

祥
さき

（織笠・重喜・女）

火の取り扱いに注意しよう
８月は、お盆を中心に迎え

火や花火など火を取り扱う機
会が多くなります。火の不始
末による火災の発生も心配さ
れますので、各家庭では�仏
壇のろうそくの周りには燃え
やすい物を置かない�外出す
るときは線香やろうそくの火
を完全に消す�迎え火や花火

をするときは水バケツを用意
し終わったら完全に消す�風
の強い日は花火をしない�寝
る前には火の元の点検を行う
──などの点に十分注意し、
火の用心を心掛けましょう。


